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第 四 号 

本
来
は
空
を
観
て
天
気
を

予
測
す
る
と
い
う
意
味
の
言

葉
で
す
が
、
そ
の
意
味
合
い

か
ら
、
気
象
予
測
に
関
す
る

様
々
な
諺
（
言
い
伝
え
）
も

指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
諺
の
多
く
は
、

科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
お

り
、
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
然
再
生
が
叫
ば
れ

る
昨
今
で
は
、
環
境
の
「
観

天
望
気
」
に
耳
を
傾
け
る
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。 

※ 裏面もご覧下さい。 

現在日本には 35種（日本産哺乳類のお
よそ３分の１）のコウモリ類が生息して
いるといわれており、そのうち 29種は環
境省の重要種に指定されています。生態
については不明な点が多く残っています
が、生態系のなかで重要な位置を占めて
いるとして、近年特に注目を集めていま
す。今回はそんなコウモリ類を調査する
ための方法をいくつかご紹介します。 
（調査部 金子賢太郎） 
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～～特特殊殊なな調調査査のの巻巻～～  
コウモリ類調査について 
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とと
いい
うう
言言
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をを  

ごご
存存
じじ
でで
すす
かか
？？  
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達
彦 

キクガシラコウモリ 

コテングコウモリ 

洞窟調査 
防空壕跡や試掘坑はコウモリ
が休息場所（繁殖場所）として
利用していることがあります。
デリケートなコウモリ類を刺
激しないように、細心の注意を
払って調査します。 

カスミ網調査 
コウモリ類を捕獲するための調査です。コウモリの同定
には、各部の計測が必要になることがあります。そのた
め、その地域のコウモリ類相を把握するためにカスミ網
調査が行われます。（コウモリの捕獲には、国または都道
府県の許可が必要です） 

バットディテクター 
コウモリ類が発する超音波を
可聴音に変換する機械です。
暗闇でもコウモリ類の飛翔が
確認できます。（種の同定は困
難です） 
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編
集
後
記 

お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
五
号
は
、
本
格
焼
酎
の

日
で
あ
り
、
泡
盛
の
日
で
あ

る
十
一
月
一
日
の
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

特
集
で
は
『
猛
禽
類
調
査

の
移
り
変
わ
り
』
を
取
り
上

げ
ま
す
。 

ココ
ララ
ムム  

秋
の
夜
な
が
に
虫
の

声
に
耳
を
か
た
む
け
る

な
ん
て
風
流
で
す
ね
。 

以
前
は
場
所
や
時
間

の
違
い
で
、
い
ろ
い
ろ
な

虫
の
声
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
、
近
ご

ろ
で
は
ア
オ
マ
ツ
ム
シ

の
鳴
き
声
ば
か
り
、
一
匹

な
ら
澄
ん
だ
き
れ
い
な

声
な
の
に
、
大
合
唱
が
一

晩
中
で
す
。 

布
団
の
な
か
で
か
ぞ

え
る
羊
の
数
と
ど
ち
ら

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

写写  真真  だだ  よよ  りり  

ウスバキトンボ Pantala flavescens 

薄い翅をした黄色いトンボで、お盆の
頃に最も多く姿をあらわします。 
そのため、セイレイ（精霊）トンボや
ボン（盆）トンボなどと呼ばれること
があります。 

サシバ Butastur indicus 

国内には夏鳥として飛来しますが、９
月の終わりになると、群れをなして南
西諸島などに渡っていきます。 
近年個体数が減少している種として
注目されています。 

あ つ


